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神戸市家庭系処理困難廃棄物の実態調査 概要 

環境局資源循環政策課 

 

目 的  家庭で使い残され処理に困っている塗料、園芸用農薬、洗剤、廃油、カ  

セットコンロ用ボンベ（中身が入っているもの）などの処理困難廃棄物に

ついて、保管量や種類等を把握し、市民が排出しやすい仕組みを研究する。 

 

対象品目 家庭で使い残した、ⅰ塗料・接着剤（日曜大工用品）、ⅱ除草剤、殺虫剤

（家庭園芸用品）、ⅲ衣料用漂白剤、トイレ用洗剤、ⅳ潤滑油等廃油、ⅴ

スプレー缶・カセットコンロ用ボンベ（中身入）、ⅵ医薬品・薬品 

 

調査方法 持ち込み方式により回収 

品目、量、購入先等の調査 

 

調査日  平成 28 年 10 月 

 

調査場所 市内６か所（北区、垂水区、西区 各２地域） 

1 西区 10/1(土)10:00-12:00 岩岡第１地域福祉センター 

2 西区 10/1(土)14:30-16:30 学園東町地域福祉センター 

3 北区 10/15(土)10:00-12:00 君影地域福祉センター 

4 北区 10/15(土)14:30-16:30 甲緑地域福祉センター 

5 垂水区 10/30(土)10:00-12:00 舞子地域福祉センター 

6 垂水区 10/30(土)14:00-16:00 つつじが丘小学校 

 

回収事業周知用チラシ   

 

 

来場者数  1,180 人 

 

回収量（重量・個数）  6,238ｋｇ、15,832 個 
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引き取り風景           

       

 

主な購入先（来場者アンケート） 

回収物の購入先として、ホームセンターが最も多かった（74.0％）。次いで、ドラッ

グストアー（24.5％）、スーパー（21.3％）、不明（19.7％）も多かった。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使い切れなかった理由（来場者アンケート） 

使い切れなかった理由としては、「量を考えずに購入した」が最も多く（35.4％）、次

いで、「小さいサイズ・容量がなかった」が多かった。また、その他の意見も多かった

（34.8％）。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答の主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.0%

24.5%

21.3%

16.9%

2.5%

1.4%

12.7%

19.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームセンター

ドラッグストアー

スーパー

薬局

農協

インターネット通販

その他

わからない

無回答

35.4%

24.8%

24.4%

6.1%

34.8%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

量を考えずに購入したから

小さいサイズ・容量がなかったから

わからない

まちがえて購入したから

その他

無回答

○（全品目）親の代からの残り物、子供が置いていった 

○（全品目）使用期限が切れたため 

○（塗料）外壁の塗り直し時に余ったペンキを補修用にと言って業者が置いていった 

○（農薬）農業をしなくなった  

○（機械用油、潤滑油）自動車・バイクを手放し、不要となった 

○（スプレー）中身があるのにガスがなくなって出てこなくなった 

○（カセットコンロ用ボンベ）震災後に買い置きしていたが、古くなり使うのに不安 

○（日用品、芳香剤、化粧品）におい等が気に入らなかった、肌に合わない 

○（日用品）知人からの頂ものだったが、使わなかった 

N=1,180 

N=1,180 



3 

 

保管期間（来場者アンケート） 

不要になった後、最も長く保管したままになっていたものの保管年数は、「10 年以上」

が最も多く（38.7％）、次いで「5 年以上 10 年未満」（32.6％）であり、処理に困り長

期間保管されていた。 

 

回収量（品目別割合） 

 もっとも多いものは、整髪料等のスプレー缶・カセットコンロ用ボンベが最も多く

（27.8％）、次いで、塗料・接着剤（23.7％）、油類（20.5％）であった。 

回収物のうち、重量ベースで 37.8％は排出時に市民が、固まらせる、布等に染み

込ませるなど家庭で下処理をすれば、有害要素を無害化でき、燃えるごみとして排出

可能なものであった。 

品目 割合 内訳 

排出不可能なもの 

（販売店へ相談） 

家庭で下処理をすれば燃える

ごみとして排出可能なもの 

ｽﾌﾟﾚｰ缶・ｶｾｯﾄｺﾝ

ﾛ用ﾎﾞﾝﾍﾞ（中身

入り） 

27.8％ スプレー缶・カセットコンロ用ボ

ンベ      27.8％ 

 

塗料・接着剤等 23.7％  塗料・うすめ液   22.6％ 

接着剤・のり     1.1％ 

油類 20.5％ エンジンオイル・潤滑油・灯油・

ガソリン    18.6％ 

食用油       1.9％ 

洗剤・日用品・

医薬品 

14.2％ 「混ぜるな危険」の表記があるも

の（その他 3.3％含む）  6.0％ 

化粧品・固体・練状・液状物         

8.2％ 

農薬・肥料 

 

12.6％ 家庭用園芸用農薬  8.6％ 肥料（栄養剤など） 4.0％ 

薬品 

 

1.2％ 薬品        1.2％  

ライター・消火

器類 

 エアゾール式消火具 

消火器 

使い捨てライター 

金属製ライター  

計 

 

100％ 62.2％ 37.8％ 

   ※重量ベース割合（全 6,238ｋｇ） 

 

10年以上
38.7%

5年以上～

10年未満
32.6%

1年以上～

5年未満
20.2%

1年未満 2.4%

わからない 4.2%

無回答 1.9%
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              スプレー缶           塗料 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンオイル（油類）        洗剤 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み  

家庭で使い残したものの出し方がわからず、長期間保管されており、多くの市民が

困っていることがわかった。これらを処理できるための出し方や相談先を市民にわか

りやすく案内することが必要である。 

また、爆発、引火、化学反応、毒性などの有害性は品目によって異なり、これらを

安全かつ適正に処理していくためには、製造者、販売者が商品の販売・回収をおこな

うことや有害性を無害化する方法や資材の提供などを行うことも必要である。 

これらの取り組みを通して、市民のごみの出しやすさの向上と安全かつ適正なごみ

の収集処理に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

無害化の方法について販売店

へ相談することを案内 

家庭で下処理方法を案内 

爆発、引火、化学反応、毒性

などの危険があり、収集・処

理できない 

固形化等の下処理で家庭ごみ

として排出可能 
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正しい出し方と相談先ハンドブック 

×の品目 ○の品目 

排出可能 無害化の方法について 

販売店等へ相談 
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（参考） 

排出不可能なもの（市で収集・処理できない）の有害要素と困難性 

 家庭から排出されるものの有害要素と収集時及び処理時の困難性については品目

によって異なり、取扱いには細心の注意と専門知識が必要であり、適正処理のための

無害化の方法について製造者や販売店等が対応していくことも必要である。 

 

品目 有害要素 困難性（収集時及び焼却処理時の問題） 

ガスボンベ、 

カセットコンロのガス

缶、スプレー缶など 

爆発性 
【収運時】パッカー車に搭載時、缶が破裂して爆発する恐れ。 

【焼却時】炉内で加熱された際に、内圧が上昇して爆発する恐れ。 

塗料うすめ液、ガソリン、

灯油など 
引火性 

【収運時】パッカー車に積載時、液が漏れて着火する恐れ。 

＝パッカー車積載不可 

【焼却時】ごみピットに入れた際、液が漏れて着火する恐れ。 

＝ごみピット投入不可 

塩素系漂白剤、酸性薬剤、

硫黄含有薬剤、くん煙剤、

自動車用発炎筒など 

反応性 

【収運時・焼却時】他の液状ごみなどと反応し、有毒ガス（塩素

ガスや硫化水素ガス）を発生する恐れ。あるいは他のごみと接触

摩擦し着火する恐れ（くん煙剤、自動車用発炎筒）。＝パッカー

車積載不可、ごみピット投入不可 

農薬、殺虫剤、感染性 

廃棄物（使用済み注射針）

など 

毒性 
【収運時】収集運搬時に周囲に漏洩し、周辺環境を汚染する恐れ。 

【焼却時】ピット内のごみに付着し、作業員が暴露する恐れ。 

クレゾールせっけん液、

濃塩酸、硫黄含有薬剤、

シンナーなど 

臭気性 

【収運時】運搬時に周囲に悪臭を出す恐れ。 

【焼却時】ピットから悪臭を出す恐れ。 

＝ごみピット投入不可 

ニカド充電池、自動車バ

ッテリ、水銀体温計、蛍

光管など 

重金属 

【焼却時】焼却後の灰に重金属が残存し、灰の埋立処分ができな

くなる恐れ。 

＝焼却不可 

 

                

 


